
６ 題材の指導内容と評価の計画 

題材「快適に住まう」 ６時間     指導項目 Ｃ（２）ア，イ 

 

小 題 材 

時 

数 

時 

間 

具 体 の 評 価 規 準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 

生活の 

技能 

生活や技術についての 

知識・理解 

『住まいのはたらき』 

 

１ 住まいのはたらきと機能について 

２ 住まいの空間と生活行為について 

１  

 

0.5 

0.5 

① 自分や家族の住空間と生活行為との関わりに

ついて関心をもって学習活動に取り組んでいる。 

〈Ａとする状況〉 

自分の部屋の選択について根拠をもって発表

できる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

生活班で意見を聞いて自分の考えをまとめる

ことができるようにする。 

〈評価方法〉ワークシート・観察 

  ① 住居の基本的な機能について理解している。 

〈Ａとする状況〉 

家族構成や生活行為の違いにより，住まいの空間の使

い方が決まることを説明できる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

自分の家では，住まいの空間をどのように使っている

かを知らせることにより，空間の使い方の違いに気付か

せる。 

〈評価方法〉ワークシート 

『安全な住まい』 

 

１ 住まいの安全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 災害への備え 

 

 

 

    

３  

 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

② 安全で快適な室内環境に関心をもち，整え方や

住まい方についての課題に取り組もうとしてい

る。 

〈Ａとする状況〉  

安全な室内環境に関心をもち，具体的に家庭内

の安全点検ができる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉  

具体的に家庭での事故の事例を挙げることで，

点検の大切さに気付くことができるようにする。 

〈評価方法〉ワークシート・観察 

③自然災害における家庭内の安全対策について関

心をもち，具体的な対策についての課題に取り組も

うとしている。 

〈Ａとする状況〉 

災害に対する備えの大切さに気付き，災害にお

ける対策を具体的にあげることができる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

実物を提示して，災害における安全対策の必要

性について気付くことができるようにする。 

〈評価方法〉ワークシート・観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 家庭に必要な非常時の備え

について課題を見つけその解

決を工夫している。 

＜Ａとする状況＞ 

自分の家庭における自然災

害へ備えについて，家族の一員

として題を見つけ，その解決方

法を考えることができる。 

 ② 家庭内事故の防止， 

安全で快適な室内環境の整え方と住まい方に関する具

体的な方法を理解している。 

〈Ａとする状況〉  

家庭内事故の種類と原因を資料から読み取り説明がで

きる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉  

具体的な場所を示し，家庭内での事故が起きることに

気付く。 

〈評価方法〉ワークシート 

③ 災害への備えを考えた住まい方について理解してい

る。 

〈Ａとする状況〉 

 災害による被害を最小限に防ぐための対策を具体的に説

明することができる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

 災害が発生したときを想起させ，家庭のどんな場所が危

険か気付く。 

④ 自然災害への備えについて理解している。 

〈Ａとする状況〉 

非常時に持ち出す物が条件によって違うことを理解

し，自分の家族構成にあった備えを挙げることができる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

災害の備えの実物を提示し，基本的に必要な物につい

て知らせる。 

〈評価方法〉ワークシート 



＜Ｃの状況の生徒への支援＞ 

他者の考えを基に，自分の家

庭で必要な物をイメージさせ

る。 

〈評価方法〉ワークシート 

『快適な住まい』 

 

１ 室内の空気調節 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 住まいと音 

２  

 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 ② 室内環境について課題を見

付け，観察を通して，安全で快

適な整え方や住まい方につい

て考え，工夫している。 

〈Ａとする状況〉 

健康に配慮した換気や空気

調節の具体的な方法をあげる

ことができる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

空気の汚れと健康被害を知

らせることで，空気調節の必要

性に気付かせることができる。 

〈評価方法〉ワークシート 

〈Ａとする状況〉 

生活騒音を減らす方法や工

夫を説明できる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

生活に身近な音を示すこと

で，音の捉え方に個人差がある

ことに気付かせる。 

〈評価方法〉ワークシート 

 ⑤ 室内の空気調節,音と生活との関わりについて，快適な

室内環境の整え方と住まい方に関する具体的な方法を理

解している。 

〈評価方法〉 

〈Ａとする状況〉 

室内の空気汚染の原因と空気調節の方法を説明でき

る。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

室内の空気汚染の原因を示すことにより，換気の必要

性に気付く。 

〈評価方法〉 ワークシート 

 

 

騒音の種類と問題点について理解している。 

〈Ａとする状況〉 

生活騒音の種類と問題点について説明できる。 

〈Ｃの状況の生徒への支援〉 

生活に身近な音から騒音の種類と問題がわかる。 

〈評価方法〉ワークシート 

 


